
江
戸
時
代
に
製
作
さ
れ
た
木
骨
（
木
製
人
骨
模
型
）
に
つ
い
て
は

「
江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
木
製
人
体
骨
酪
模
型
（
木
骨
に
つ
い

て
）
」
日
本
医
史
学
雑
誌
一
七
巻
二
号
（
一
九
七
一
）
を
は
じ
め
一
九

七
二
年
第
二
三
回
国
際
医
史
学
会
（
ロ
ン
ド
ン
）
で
既
見
の
星
野
木

骨
（
一
具
）
各
務
木
骨
三
具
）
の
計
三
具
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
七
九
年
の
第
八
○
回
日
本
医
史
学
会
で
「
奥
田
万

里
と
そ
の
木
骨
に
つ
い
て
」
を
報
告
し
、
各
務
文
献
の
門
人
奥
田

万
里
が
工
人
池
内
某
に
木
骨
を
作
製
さ
せ
、
そ
の
一
具
が
安
井
猶

次
郎
氏
（
大
阪
市
住
吉
区
黒
江
中
七
’
二
五
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
奥
田
萬
里
（
周
道
）
が
、
そ
の
著
「
釣
玄
四
科
全
書
ｌ
整
骨

篇
」
の
附
篇
『
奉
整
骨
術
木
制
人
骨
全
形
文
」
に
記
録
し
名
古
屋

医
学
館
へ
の
献
納
後
に
薬
品
会
に
展
示
さ
れ
「
尾
張
名
所
図
会
」

に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
木
像
人
骨
」
の
原
型
で
あ
る
こ
と
を
、
木
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四
口
Ｈ
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Ｊ
－
恥
Ⅲ

原

宏

骨
に
附
さ
れ
た
文
書
か
ら
推
定
し
て
お
い
た
。

そ
し
て
、
名
古
屋
地
方
に
も
う
一
具
、
名
古
屋
医
学
館
に
献
納

さ
れ
た
奥
田
系
の
木
骨
が
存
在
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し

た
。

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）
名
古
屋
市
博
物
館
で
「
名
古
屋
の
博

覧
会
」
が
催
さ
れ
、
安
井
氏
蔵
の
木
骨
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
の
展

示
木
骨
と
類
似
の
木
骨
が
名
古
屋
市
内
某
小
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
名
古
屋
市
博
物
館
に
知
ら
さ
れ
、
一
九
八
五
年
（
昭
和

六
○
）
同
館
榎
英
一
学
芸
員
か
ら
前
記
の
安
井
氏
蔵
の
奥
田
木
骨

と
の
同
定
を
依
頼
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
木
骨
は
名
古
屋
市
博
物
館
の
収
蔵
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
組
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
構
造
・
手
法
は
全
く
安
井
氏

蔵
の
奥
田
木
骨
と
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
同
時
期
に
作

製
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

頭
蓋
骨
の
形
が
若
干
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
歯
牙
の
形
態
、

は
め
込
み
の
様
式
、
足
根
骨
の
彫
型
様
式
、
連
結
法
、
台
座
も
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
工
人
池
内
某
の
作
品
と
し
て
間
違
い
な
い

と
考
え
ら
れ
る
・
体
長
も
約
一
五
五
セ
ン
チ
で
大
略
同
高
で
あ
る
。

名
古
屋
医
学
館
に
献
納
さ
れ
た
奥
田
木
骨
と
断
定
し
て
差
支
え
な
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い
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
こ
の
木
骨
の
製
作
年
代
は
『
奉
整
骨
術

木
制
人
骨
全
形
文
』
が
成
っ
た
文
政
壬
午
歳
（
五
年
）
十
月
十
三
日

二
八
三
二
）
以
前
で
あ
る
が
『
釣
玄
四
科
全
書
ｌ
整
骨
篇
」
の
奥

田
万
里
の
「
自
鼓
」
が
「
文
政
庚
辰
冬
日
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
少
く
と
も
一
八
二
○
年
（
文
政
三
）
よ
り
も
遡
れ
る
よ
う
に

も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
前
記
木
制
人
骨
全
形
文
の
中
に

「
文
献
力
模
刻
ス
ル
所
ノ
人
骨
全
形
ハ
既
二
東
武
官
医
ノ
諸
公
之

ヲ
官
一
一
間
シ
メ
檮
寿
館
二
献
納
セ
シ
ム
後
二
模
刻
セ
ル
所
ノ
者
ハ

周
道
カ
家
二
収
ム
今
ャ
文
献
已
二
没
シ
其
徒
弟
衆
多
散
在
ス
ト
イ

ヘ
ト
モ
文
献
力
微
意
ヲ
頗
ル
伝
へ
得
ル
処
ノ
者
ハ
固
随
ナ
リ
ト
イ

ヘ
ト
モ
実
二
周
道
一
人
ナ
リ
ー
（
中
略
）
今
葱
二
吉
雄
俊
蔵
周
道
力

旧
交
ア
ル
有
ル
ヲ
以
テ
（
中
略
）
其
医
官
ノ
長
浅
井
氏
二
謀
ル
（
中

略
）
本
藩
ノ
ー
科
二
備
ン
事
ヲ
間
ス
、
遂
一
一
其
術
卜
共
模
骨
ト
ー
献

備
セ
ン
事
ヲ
許
サ
ル
（
中
略
）
模
骨
一
具
、
整
骨
新
書
全
部
玲
瀧
図

一
筐
自
著
釣
玄
四
科
全
書
中
整
骨
篇
二
巻
筋
骨
療
治
目
次
一
巻
泰

ク
之
ヲ
医
学
館
二
献
備
ス
其
手
術
ノ
如
キ
ハ
医
官
中
沢
專
蔵
二
伝

授
ス
。
蓋
シ
是
亦
辱
ク
台
命
ヲ
蒙
レ
ハ
ナ
リ
。
幸
ニ
シ
テ
願
ク
ハ

此
術
此
模
骨
卜
長
ク
大
藩
二
留
リ
伝
リ
テ
医
官
諸
公
万
カ
ー
モ
取

ル
事
有
テ
済
生
ノ
ー
助
卜
為
ツ
テ
廃
ヲ
起
シ
洞
ヲ
愈
ス
ノ
微
効
ヲ

奏
ス
ル
事
有
ラ
ハ
周
道
等
力
積
年
ノ
寸
衷
達
ス
ル
所
以
也
」
と
あ

る
。
名
古
屋
医
学
館
へ
の
献
納
に
藺
方
医
吉
雄
俊
蔵
二
七
八
七
’

一
八
四
三
）
が
医
学
館
の
浅
井
正
封
（
一
七
七
○
’
一
八
二
九
）
へ
の

仲
介
の
労
を
と
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
藩
医
学
館
廃
止
後
、
木

骨
の
た
ど
っ
た
経
緯
を
証
す
る
文
書
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
旧
所

蔵
の
小
学
校
が
明
治
初
期
地
域
住
民
の
発
意
合
力
に
よ
っ
て
設
置

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
創
立
時
に
教
材
と
し
て
旧
所
蔵
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
伝
来
は
不
明
。

こ
の
木
骨
の
出
現
に
よ
り
江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
木
骨
は
一

○
具
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
具
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
木
骨
に
つ
い
て
は
人
類
学
的
、

解
剖
学
的
な
測
定
調
査
、
保
存
管
理
及
び
原
像
へ
の
復
原
な
ど
に

つ
い
て
の
学
際
的
な
研
究
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
、
世
界
的
に

貴
重
な
医
学
文
化
遺
産
で
あ
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
医
の
博
物
館
）
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